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　町人権擁護委員に塚原康雄さん（祖母井）が再任され、
法務大臣から委嘱されました。委嘱期間は4月1日から3年
で、今回が2期目になります。人権擁護委員は人権の大切さ
を知ってもらうため、小中学校で人権教室を開催したり、地
域の皆さんからの人権に関する相談に応じています。

人権擁護委員に塚原さんが再任4/1

会場／リアンビレッジ矢板　ほか
結果／第3位（U-11の部）　祖母井クラブ

県U-11サッカー大会1/15

　プロジェクトHは、芳賀中学校と花火の頭文字をとって名付けられた、アル
ミ缶回収で益金を集め希望の花火を打ち上げる計画のことです。保護者のほ
か地域の皆さんにアルミ缶回収への協力を呼び掛けてきました。皆さんの協
力により打ち上げられた75発の花火が、学校上空を美しく彩りました。

芳賀中学校「プロジェクトH」花火打ち上げ2/24

［敬称略］
最優秀賞（小学5年生の部）
　綱川　夏規（芳賀南小5年生、当時）
　「カタツムリの虹色のうんこを作ろう!パート2」

栃木県理科研究展覧会並びに発表会
■全国中学生創造ものづくり教育フェア全国大会生徒作品コンクール部門
　優秀賞（技術分野）　檜山　來冴（中学3年生、当時）
　　「万能新聞入れ」
　優秀賞（家庭分野）　押久保　知暉（中学3年生、当時）
　　「あそんで・まなんで・カラフルしゅっぽっぽ」
■書初中央展
　準大賞　髙松　潤幸　（中学1年生、当時）

芳賀中生徒各種表彰 　［敬称略］

檜山さん 押久保さん 髙松さん

アルミ缶など　    2,292kg
　　益金　　　260,508円
　今回の花火は、芳賀中生、卒業生、そして、いつも支えてくださっている
地域の皆さんにとっての「希望」にしたいと思って打ち上げた花火です。こ
うして美しい花火を打ち上げられたこと、うれしく思います。
　プロジェクトHへのご協力、本当にありがとうございました。

　芳賀中生徒会一同

アルミ缶回収へのご協力ありがとうございました
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「芳賀チャンネル」で町のさまざまな話題を放送中！ 加入は宇都宮ケーブルテレビ☎028（638）8092まで

　〈お便りの宛先〉  〒321-3392 芳賀町大字祖母井1020　企画課情報広報係　☎028（677）6099

あなたの声を聞かせてね！
お便り待ってます！
●身近な出来事や町に関する要望・意見
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芳賀町文化協会会長
駿河富夫さん（稲毛田）からの投稿
相田みつを「そっとしておく」を読んで
　詩の「余計なことだったかもしれない。親切なつもりで
やったことだけど、余計な〈おせっかい〉だったかもしれ
ない。おせっかいと思いやり。慈善という名の巧妙な偽
善」という言葉に、親切な行動も一歩間違うと、大きな誤
解を生むことに気が付きました。
　皆さんは、いかがですか。

高松イクさん（下高根沢）からの投稿
　時代も変わり、慌ただしい世の中ですが、
どこの家庭でも家族を守りながら努力を重ね
ていることでしょう。相手の気持ちになって
考え、人を助ける人がいます。身近な環境の
中で、そういう人がいることに喜びを感じま
した。助けられた人たちは、その何倍もの感
謝の気持ちを持っていることでしょう。
「助け合い喜び受けて忘れない」

君島倶子さん（与能）

宍戸スミ江さん（下高根沢）鈴木モコさん（西高橋）

高松イクさん（下高根沢）

「
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